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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 42 号
（2021年 7 月）

よすみちゃん

第42号

「
い
つ
ま
で
も
戦
後
で
あ
り
た
い
２
０
２
１

　
　

～
大
社
基
地
の
記
録
と
記
憶
～
」

★
夏
季
企
画
展

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て

か
ら
76
年
が
経
ち
ま
す
。
こ
の
年
数
は

日
本
で
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
限
り
延
び

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
ひ
と
た
び
戦
争
が
起
こ
る

と
、
年
数
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
再
び
戦

後
１
年
、
２
年
…
、
と
数
字
を
積
み
重

ね
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　「
戦
後
何
年
」と
い
う
言
い
方
が
ず
っ

と
続
い
て
欲
し
い

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
３
月
13
日
、

東
京
大
空
襲
の
３
日
後
に
生
ま
れ
た

俳
優 

吉
永
小
百
合
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

「
戦
後
何
年
」と
い
う
言
葉
は
、
未
来
永

劫
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ず
に
受
け
継
が
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
バ
ト
ン
な
の
で
す
。

　

こ
の
一
助
と
な
れ
ば
と
、
近
年
、
当

館
が
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
の
が

「
い
つ
ま
で
も
戦
後
で
あ
り
た
い
」
と

銘
打
っ
た
展
覧
会
で
す
。
今
年
度
は
、

島
根
大
学
と
共
同
で
「
大
社
基
地
の
記

録
と
記
憶
」
に
焦
点
を
あ
て
て
開
催
し

ま
す
。

　
「
大
社
基
地
」
と
は
、
大
戦
末
期
の

１
９
４
５
年
３
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

今
の
斐
川
町
出
西
や
そ
の
周
辺
に
造
ら

７
月
17
日（
土
）～
９
月
20
日（
月
・
祝
）

れ
た
旧
海
軍
大
社
基
地
の
こ
と
で
、
主

要
滑
走
路
や
物
資
保
管
壕
な
ど
の
関
連

施
設
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
地
の
建
設
に
は
、
境
港
に

あ
っ
た
美
保
海
軍
航
空
基
地
の
予
科
練

習
生
約
４
０
０
０
人
の
ほ
か
、
周
辺
住

民
や
学
童
ま
で
も
が
加
え
ら
れ
、
総
勢

約
６
０
０
０
人
が
動
員
さ
れ
た
よ
う
で

す
。

　

ま
た
、
最
新
鋭
の
攻
撃
機
で
あ
っ
た

「
銀
河
」
が
配
備
さ
れ
た
西
日
本
最
大

の
軍
事
拠
点
で
あ
っ
た
た
め
、
終
戦
間

際
の
７
月
28
日
に
は
米
軍
機
に
よ
る
空

襲
を
受
け
て
、
３
人
以
上
の
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
島
根
大
学
が

進
め
る
戦
争
関
連
資
料
の
調
査
か
ら
垣

間
見
え
て
き
た
こ
と
や
、
当
時
を
知
る

周
辺
住
民
の
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
を

パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

旧
海
軍
や
大
社
基
地
に
関
連
す
る
品
々

を
展
示
し
ま
す
。

　

さ
て
、
大
社
基
地
の
東
方
約
４
㎞
の

地
点
に
は
、
弥
生
時
代
の
大
量
の
青
銅

器
が
出
土
し
た
荒
神
谷
遺
跡
が
あ
り
ま

す
。
見
つ
か
っ
た
銅
剣
、
銅
矛
は
実
用

品
の
武
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
弥
生

時
代
に
始
ま
っ
た
組
織
的
な
争
い
、
つ

ま
り
「
戦
争
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
言

え
ま
す
。
以
降
、
日
本
列
島
で
は
数
々

の
戦
争
が
断
続
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
で
は
、
そ
れ
は
一
体
い
つ
ま

で
続
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

今
の
と

こ
ろ
そ
の
答
え
は
１
９
４
５
年
ま
で
、

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

大
社
基
地
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦

争
の
終
結
の
象
徴
と
し
て
重
要
な
意
味

を
持
つ
遺
構
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち

が
世
代
を
こ
え
て
二
度
と
戦
争
を
起
こ

さ
な
け
れ
ば
、
大
社
基
地
は
弥
生
時
代

か
ら
日
本
列
島
で
繰
り
返
さ
れ
た
戦
争

の
最
後
の
爪
あ
と
と
し
て
の
意
味
も
合

せ
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
戦
後
何
年
」
と
い
う
言
葉
が
こ
の

ま
ま
続
く
限
り
、
こ
の
出
雲
は
、
日
本

列
島
に
お
け
る
戦
争
の
始
ま
り
と
終
わ

り
を
象
徴
す
る
二
つ
の
遺
構
を
有
す
る

稀
有
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
の
で
す
。

（
三
原 

一
将
）

展示の準備を進める島根大学生
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第42号

「
暁
の
超
特
急  

吉
岡 

隆
徳

出
雲
か
ら
世
界
へ
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
新
米
学
芸
員
の
つ
ぶ
や
き

　
　
「
な
ん
だ
か
茶
色
っ
ぽ
い
…
？
」茶色っぽく見える…？

▶
西
谷
３
号
墓 

女
王
の
墓
穴

　

副
葬
品
と
そ
の
出
土
状
況

ロサンゼルス五輪大会 100 ｍ短距離走 決勝

　
「
ヨ
シ
オ
カ
！
ヨ
シ
オ
カ
！
」

　

１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
８
月
２
日
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
大
会
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
ス
タ
ン
ド
の
歓
声
を
一
身
に
浴

び
る
選
手
が
い
ま
し
た
。
出
雲
生
ま
れ

の
ス
プ
リ
ン
タ
ー
、
吉
岡
隆た

か
よ
し徳
で
す
。

抜
群
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
と
日
の
丸

の
ハ
チ
マ
キ
か
ら
「
暁

あ
か
つ
きの
超
特
急
」
と

呼
ば
れ
た
隆
徳
は
、
当
時
、
日
本
が
世

界
に
誇
る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
し
た
。

　

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
６
月
20
日
、

隆
徳
は
簸
川
郡
西
浜
村
（
現 

湖
陵
町

大
池
）
に
あ
る
、
彌み

く

が
久
賀
神
社
の
宮
司

を
務
め
る
春
日
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

四
男
の
隆
徳
は
、
西
浜
村
尋
常
小
学
校

卒
業
後
、
春
日
神
社
（
斐
川
町
今
在

家
）
宮
司
の
吉
岡
家
の
養
子
に
な
り
ま

し
た
。

　

隆
徳
は
教
員
を
目
指
し
直
江
村
尋
常

高
等
小
学
校
に
進
み
ま
し
た
が
、
中
学

校
へ
進
ん
だ
同
級
生
た
ち
に
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

養
父
に
ぜ
ひ
中
学
校
へ
と
訴
え
、
一
年

で
杵
築
中
学
校
（
現 

大
社
高
校
）
に

転
入
し
ま
し
た
。
中
学
へ
は
湖
陵
の
生

家
か
ら
通
い
、
陸
上
部
で
は
子
ど
も
時

　

西
谷
３
号
墓
、女
王
の
墓
穴
か
ら
は
、

ガ
ラ
ス
製
の
副
葬
品
が
ま
と
ま
っ
て
出

土
し
ま
し
た
。

　

そ
の
出
土
状
況
を
見
て
私
は
気
付
き

ま
し
た
。
な
ん
だ
か
水
銀
朱
の
一
部
が

茶
色
っ
ぽ
く
見
え
る
…
？
（
左
の
画
像

参
照
）
し
か
し
、
こ
の
赤
い
水
銀
朱
は

約
１
８
０
０
年
の
時
を
経
て
出
土
し
た

も
の
で
す
。
多
少
の
色
む
ら
が
あ
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
の
か
な
と
、
深
く
考

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
日
、
発
掘
調
査
報
告
書
か
ら
、
こ

の
茶
色
は
な
ん
ら
か
の
有
機
物
つ
ま
り

木
箱
な
ど
の
容
器
が
あ
り
、
そ
の
中
に

ガ
ラ
ス
製
品
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
、
と

い
う
推
測
を
み
つ
け
ま
し
た
。

　

な
る
ほ
ど
と
思
う
と
と
も
に
、
さ
さ

い
な
疑
問
も
、
そ
う
い
う
も
の
だ
と
流

さ
ず
に
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
と
考
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

７
月
７
日（
水
）～
８
月
30
日（
月
）

代
に
湖
陵
町
西
浜
の
砂
浜
を
走
り
回
っ

て
鍛
え
た
足
腰
と
、
斐
伊
川
の
土
手
で

猛
特
訓
し
た
脚
力
を
武
器
に
、
大
い
に

活
躍
し
ま
す
。
１
年
生
に
し
て
、
山
陰

陸
上
選
手
権
大
会
の
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

で
第
一
走
者
に
抜
擢
さ
れ
、
大
会
当
日

は
、
隆
徳
が
ト
ッ
プ
で
渡
し
た
バ
ト
ン

を
上
級
生
が
つ
な
ぎ
、
杵
築
中
チ
ー
ム

は
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

隆
徳
は
自
伝
で
、
自
分
が
肉
体
的
に

も
精
神
的
に
も
大
き
く
成
長
し
た
の
が

中
学
時
代
で
あ
る
と
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
が
、
片
道

１
時
間
半
も
か
か
っ
た
通
学
で
す
。
家

か
ら
江
南
駅
ま
で
の
約
６
㎞
と
、
大
社

駅
か
ら
杵
築
中
ま
で
の
約
１
㎞
の
往
復

15
㎞
に
及
ぶ
長
い
道
の
り
を
、
走
っ
た

り
歩
い
た
り
し
な
が
ら
学
校
へ
通
っ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　

島
根
県
師
範
学
校（
現 
島
根
大
学
の

前
身
の
一
つ
）
か
ら
東
京
高
等
師
範
学

校
に
進
ん
だ
隆
徳
は
、
山
陰
、
日
本
、

ア
ジ
ア
の
大
会
で
結
果
を
残
し
、
活
躍

の
舞
台
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
つ
い
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五

輪
大
会
、
男
子
１
０
０
ｍ
決
勝
に
進
出

し
ま
す
。
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
は
、

欧
米
や
ア
フ
リ
カ
出
身
の
、
体
格
に
恵

ま
れ
た
者
ば
か
り
で
す
。

　

ピ
ス
ト
ル
の
音
で
一
斉
に
駆
け
出
す

選
手
た
ち
。
い
ち
ば
ん
に
飛
び
出
し
た

隆
徳
は
、
そ
の
ま
ま
60
ｍ
ま
で
ト
ッ
プ

を
キ
ー
プ
し
ま
し
た
。
結
果
は
６
位
で

し
た
が
、
そ
の
走
り
に
心
を
動
か
さ
れ

た
観
客
は
、「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｋ
Ａ
！
」

と
盛
大
な
歓
声
を
送
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
走
る
こ
と
に
人

生
を
か
け
た
、
出
雲
生
ま
れ
の
名
ラ
ン

ナ
ー
、
吉
岡
隆
徳
を
紹
介
し
ま
す
。

（
浦
上 

晴
奈
）

決勝で着ていた
ユニフォーム

（松江歴史館蔵）

▲隆徳
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第42号

「
文
化
財
を
受
け
継
ぐ

鰐
淵
寺
の
建
造
物
」

「
高
知
へ
の
旅
日
記
を
よ
み
と
く
」

★
速
報
展

★
古
文
書
の
森
を
ゆ
く
⑦

　

１
４
０
０
年
も
の
悠
久
の
歴
史
と
数

多
く
の
寺
宝
を
今
に
伝
え
る
天
台
宗
の

古
刹
、
鰐が

く
え
ん
じ

淵
寺
。
四
季
折
々
の
美
し
い

風
景
が
広
が
る
境
内
は
、２
０
１
６（
平

成
28
）
年
３
月
、
そ
の
歴
史
的
価
値
が

認
め
ら
れ
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

境
内
に
現
存
す
る
建
物
の
多
く
は
江

戸
時
代
、
古
い
も
の
で
は
約
３
５
０
年

前
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
う

ち
、
釈し

ゃ
か
ど
う

迦
堂
と
開か
い
さ
ん
ど
う

山
堂
は
屋
根
全
体
の

腐
食
が
進
ん
だ
こ
と
で
雨
も
り
が
生

じ
、
緊
急
の
対
策
が
必
要
な
状
況
で
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
２
０
１
６
（
平

成
28
）
年
度
か
ら
５
年
を
か
け
て
、
２

つ
の
建
物
を
中
心
に
保
存
修
理
を
行
い

ま
し
た
。

　

釈
迦
堂
は
、
釈し

ゃ
か
に
ょ
ら
い

迦
如
来
を
本
尊
と
す

る
仏
堂
で
、
境
内
に
残
る
建
造
物
の
な

か
で
は
最
古
の
も
の
で
す
。
修
理
に
伴

う
調
査
の
中
で
、
建
立
の
年
月
等
を
記

し
た
板
（
棟む

な
ふ
だ札
）
や
部
材
に
墨
で
書
か

れ
た
年
月
（
墨ぼ

く
し
ょ書
）
な
ど
を
確
認
し
、

寛
文
４
（
１
６
６
４
）
年
建
立
の
可
能

性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

開
山
堂
は
、
境
内
北
東
の
小
高
い
丘

　

江
戸
時
代
、
出
雲
に
住
む
人
々
は
寺

社
参
り
や
商
売
、
学
問
修
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
目
的
で
他
国
へ
出
か
け
て
い

ま
し
た
。
多
伎
町
口
田
儀
で
廻か

い
せ
ん
ぎ
ょ
う

船
業
を

営
む
鳥と

や

お
屋
尾
彦ひ
こ

左ざ

衛え

門も
ん

も
そ
の
一
人
で

す
。
彼
は
家
業
と
共
に
鉄
師
・
田た

ぎ
さ
く
ら

儀
櫻

井い

家
の
幹
部
を
務
め
、
鉄
の
販
路
を
さ

ら
に
拡
げ
よ
う
と
大
坂
や
四
国
、
九
州

な
ど
幅
広
い
地
域
で
営
業
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
商
い
の
た
め
諸
国
へ
向
か
う

様
子
を
記
し
た
「
道
中
記
」
が
今
も
残

さ
れ
て
い
ま
す
。古
文
書
を
よ
み
と
き
、

彦
左
衛
門
が
土
佐
（
高
知
県
）
へ
出
張

し
た
旅
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

天
保
６
（
１
８
３
５
）
年
５
月
１
日
、

彦
左
衛
門
は
ま
ず
陸
路
で
中
国
山
地
を

越
え
、
口
田
儀
―
佐
田
―
赤
名
（
島
根

県
飯
石
郡
飯
南
町
）
―
三
次
（
広
島
県

三
次
市
）
か
ら
４
日
に
尾
道
（
同
県
尾

道
市
）
ま
で
南
下
し
て
い
ま
す
。
計
算

す
る
と
１
日
40
㎞
を
歩
き
通
す
こ
と
に

な
る
の
で
す
が
、
彼
は
こ
の
時
40
代
半

ば
で
あ
り
、
か
な
り
の
健
脚
ぶ
り
が
伺

え
ま
す
。

　

尾
道
か
ら
は
瀬
戸
内
海
を
船
で
渡

り
、
善
通
寺
（
香
川
県
善
通
寺
市
）
に

滞
在
し
つ
つ
金
刀
比
羅
宮
へ
参
拝
し
ま

す
。
13
日
頃
に
高
知
へ
着
き
１
か
月
ほ

開
催
中
～
９
月
27
日（
月
）

の
上
に
位
置
す
る
江
戸
時
代
（
17
世
紀

後
半
）
の
お
堂
で
、
釈
迦
堂
よ
り
わ
ず

か
に
規
模
が
小
さ
い
建
造
物
で
す
。
今

回
の
修
理
で
は
、半
解
体
修
理
を
行
い
、

腐
食
し
た
部
材
の
取
替
え
、
屋
根
の
葺ふ

き

替か

え
（
銅ど
う
ば
ん
ぶ
き

板
葺
）
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
仁に

お
う
も
ん

王
門
や
開か
い
さ
ん
び
ょ
う

山
廟
な

ど
の
建
造
物
も
修
理
が
完
了
し
、
史
跡

の
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
速
報
展
で
は
、２
０
２
０（
令

和
２
）
年
度
に
完
了
し
た
保
存
修
理
工

事
の
状
況
と
、
建
物
の
修
理
に
よ
っ
て

新
た
に
分
か
っ
た
こ
と
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
吾
郷　

誠
）

ど
滞
在
し
、
出
雲
へ
帰
国
し
た
の
は
６

月
29
日
で
し
た
。

　

道
中
記
に
は
道
の
り
だ
け
で
な
く
、

お
茶
や
宿
泊
、
た
ば
こ
代
な
ど
支
払
い

が
細
か
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

み
る
と
、
わ
ら
じ
な
ど
の
履
物
は
２
日

に
１
度
と
短
い
ス
パ
ン
で
履
き
替
え
て

い
て
、
手
頃
に
購
入
す
る
消
耗
品
だ
っ

た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
昼
食
を
み

る
と
、
讃
岐
（
香
川
県
）
に
着
い
た
と

た
ん
も
っ
ぱ
ら
「
う
ど
ん
」
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
仕
事
の
出
張
中
で
も
、
名

物
を
か
か
さ
ず
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
古
文
書
を
よ
み
と
く
こ

と
で
、
当
時
の
人
が
た
ど
っ
た
道
の
り

や
旅
の
様
子
を
今
も
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

（
春
日　

瞳
）

「讃岐象頭山遠望」『六十余州名所図会』
一部（国立国会図書館デジタルコレクション）

修理が完了した開山堂（手前）と開山廟（奥）
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こ
こ
数
年
、
広
島
県
三
次
市
の
寺
跡

に
関
わ
っ
て
い
る
。
平
安
時
代
の
仏
教

説
話
集
『
日に

ほ
ん
り
ょ
う
い
き

本
霊
異
記
』
に
登
場
す
る

「
三み

た
に
で
ら

谷
寺
」
の
遺
跡
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
寺
町
廃
寺
跡
（
国
史
跡
）
だ
。

　

飛
鳥
時
代
（
七
世
紀
後
半
）
に
建
て

ら
れ
た
こ
の
寺
跡
の
軒
先
を
飾
っ
た
瓦

（
軒
丸
瓦
）
は
、
一
〇
〇
㎞
以
上
東
に

離
れ
た
、
岡
山
県
総
社
市
の
栢か

や
で
ら寺
廃
寺

跡
の
紋
様
型
を
持
ち
運
ん
で
作
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
四
月
、
栢
寺
の
瓦
の
調
査
に

同
行
し
、
寺
町
の
軒
丸
瓦
と
比
較
し
た
。

型
が
同
一
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
「
三
谷
寺
」
を
造
っ
た
百く

だ
ら済
僧
弘ぐ
さ
い済

は
、
瀬
戸
内
を
船
で
帰
る
途
中
に
賊
に

襲
わ
れ
海
に
入
る
が
、
難
波
（
大
阪
）

で
助
け
た
亀
の
恩
返
し
に
よ
り
、
備
中

の
浜
に
上
陸
し
、
そ
の
後
、
無
事
、
寺

に
帰
っ
た
と
い
う
。
栢
寺
か
ら
寺
町
へ

と
移
動
し
た
瓦
の
紋
様
型
は
、
ま
さ
に

弘
済
禅
師
の
足
跡
と
重
な
る
。

　

調
査
の
翌
日
、
久
し
ぶ
り
に
岡
山
市

造
山
古
墳
を
訪
ね
た
。
日
本
遺
産
「
桃

太
郎
伝
説
の
生
ま
れ
た
ま
ち　

お
か
や

ま
」
に
認
定
さ
れ
て
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
が
で
き
て
い
た
。
全
長
三
五
〇
ｍ

の
墳
丘
は
雄
大
な
こ
と
こ
の
う
え
な
い
。

　

前
方
部
に
は
、
荒
神
社
が
祀
ら
れ
て

★
館
長
古
来
夢

お
り
、
そ
の
手
水
鉢
は
石
棺
（
石
材
は

熊
本
産
）
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。
神
社

の
傍
ら
に
「
疫
神
」
の
文
字
を
彫
り
付

け
た
石
が
立
っ
て
い
た
。
巻
か
れ
た
し

め
縄
は
新
し
く
、
供
え
ら
れ
た
花
も

瑞
々
し
い
。
感
染
症
流
行
の
た
だ
な
か

に
居
る
こ
と
を
吉
備
路
で
も
感
じ
た
。

（
花
谷　

浩
）

★
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内

▼
夏
季
企
画
展

　

７
月
17
日（
土
）～
９
月
20
日（
月
・
祝
）

　
「
い
つ
ま
で
も

　
　

戦
後
で
あ
り
た
い
２
０
２
１

～
大
社
基
地
の
記
録
と
記
憶
～
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

８
月
22
日（
日
）

　
　

９
月
12
日（
日
）

　
　

※
い
ず
れ
も
10
時
か
ら

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

７
月
７
日（
水
）～
８
月
30
日（
月
）

　
「
暁
の
超
特
急　

吉
岡
隆
徳
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

７
月
11
日（
日
）

　
　

７
月
22
日（
木
・
祝
）

　
　

８
月
15
日（
日
）

　
　

※
い
ず
れ
も
10
時
か
ら

▼
速
報
展

　

好
評
開
催
中
～
９
月
27
日（
日
）

　
「
文
化
財
を
受
け
継
ぐ　

鰐
淵
寺
の
建
造
物
」

※
い
ず
れ
も
観
覧
料
は
無
料
で
す
。

★
展
示
の
ご
案
内

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

7
月
か
ら
当
面
の
間
、
出
雲
弥
生
の

森
博
物
館
１
階
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
あ

る
、
体
験
プ
ー
ル
に
「
弥
生
の
森
の
魚

釣
り
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
１
３
０
０
年
前

に
書
か
れ
た
書
物
「
出
雲
国
風
土
記
」

に
も
載
っ
て
い
る
海
の
生
き
物
な
ど
を

釣
る
疑
似
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

博
物
館
を
訪
れ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
に
も
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

▶
弥
生
の
森
の
魚
釣
り


